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三
重
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

理
事
長
　
石
　
原
　
和
　
夫

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
お
そ
ろ
い
で

健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
最
初
の
年
も
残
念
な
が
ら

台
風
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
台
風
15
号
・
19
号
・

21
号
と
昨
年
は
東
日
本
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
千
葉

県
で
の
停
電
の
長
期
化
は
、
電
気

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
性

を
、
そ
し
て
最
終
ユ
ー
ザ
ー
に
安

定
し
た
電
気
を
安
心
・
安
全
に
お

届
け
す
る
と
い
う
私
た
ち
の
使
命

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

た
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
17
歳
の
少
女

の
訴
え
「
私
た
ち
は
見
て
い
る
」

の
言
葉
に
世
界
の
指
導
者
た
ち
が

ど
う
い
う
行
動
に
出
る
か
、
出
な

い
の
か
は
こ
れ
か
ら
の
地
球
と
い

う
観
点
か
ら
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
な
な
か
、
全
日
電
工
連

創
立
60
周
年
記
念
・
第
33
回
電
気

工
事
業
全
国
大
会
が
、
米
沢
会
長

の
御
膝
元
で
あ
る
加
賀
百
万
石
の

城
下
町
と
し
て
栄
え
、
今
な
お
歴

史
的
風
情
を
多
く
残
す
金
沢
市
に

お
い
て
「
輝
く
明
日
へ　

社
会
を

照
ら
す
使
命
の
リ
レ
ー
を
、
今
こ

こ
か
ら
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
組
合
活
性
化
研
修
会
に

お
い
て
、
四
日
市
支
部
の
「
工
業

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
」
が
人
材
確
保
・
育
成
事
業

ジ
ャ
ン
ル
で
銅
賞
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

４
年
前
に
三
重
県
工
組
青
年
部

の
金
賞
に
続
く
受
賞
で
、
こ
れ
か

ら
の
人
材
づ
く
り
・
確
保
に
大
い

に
役
立
つ
と
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
３
つ
の
テ
ー
マ

に
分
れ
て
催
さ
れ
た
意
見
交
換
会

で
は
、
親
会
・
青
年
部
の
垣
根
を

こ
え
た
議
論
が
な
さ
れ
、
次
の
決

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
技
術
革
新
に
先
行
す
る
技
術

者
の
育
成
強
化
を
図
り
、
信
頼

さ
れ
る
街
の
ド
ク
タ
ー
を
め
ざ

す
。

一
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
時
代
に
対
応

し
た
働
き
方
の
未
来
を
見
通

し
、
事
業
の
次
な
る
発
展
繁
栄

に
向
け
正
し
い
市
場
作
り
を
め

ざ
す
。

一
、
創
立
70
周
年
に
向
け
あ
る
べ

き
姿
を
俯
瞰
し
地
域
社
会
と
と

も
に
歩
み
続
け
る
業
界
と
し
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
種
事

業
を
具
現
化
す
る
。

　

こ
の
決
議
を
も
っ
て
次
の
70
周

年
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
で
、
三
重
県
工
組
も
青
年
部
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
お
客
様
目

線
で
進
取
の
業
界
」
を
指
向
し
、

組
合
経
営
力
の
強
化
に
向
け
、
一

層
の
努
力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
も
引
き
続
い
て
の
ご
指

導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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中
部
電
気
工
事
業
組
合
連
合
会

第
43
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー
は
、 

静
岡

県
工
組
が
主
幹
と
な
っ
て
、 

令
和

元
年
10
月
29
日
に
静
岡
県
静
岡
市

の 

「
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
」 

に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

　

全
日
事
務
局
長
、
中
部
電
力
㈱

静
岡
支
店
長
、 

各
県
青
年
部
会
会

長
及
び
地
元
電
設
資
材
卸
業

協
同
組
合
副
理
事
長
様
も
同

席
す
る
な
か
、 

中
部
連
合
会

傘
下
の
５
県
工
組
役
員
等
が

約
78
名
集
結
し
た
。 

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、 

静
岡
県

副
知
事
難
波
喬
司
氏
が「『
新

た
な
価
値
の
創
造
・
共
創
』

時
代
の
『
実
務
家
公
務
員
の

技
術
力
』」
と
題
し
講
演
が

行
わ
れ
た
。 

　

講
演
で
は
、

一
、
富
国
有
徳
の
美
し
い
＂
ふ
じ

の
く
に
＂
静
岡
県
の
紹
介

二
、「
新
た
な
価
値
の
創
造
・
共
創
」

時
代
の
「
実
務
家
公
務
員
の
技

術
力
」

三
、「
考
え
方
」
＝
「
何
を
な
す

べ
き
か
」
が
最
も
重
要

四
、「
意
欲
」

五
、「
能
力
」
と
し
て
今
、
心
が

け
て
い
る
こ
と

　

以
上
の
題
目
に
つ
い
て
、
講
演

が
な
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
地
方

行
政
の
役
割
、公
務
員
の
技
術
力
、

果
た
す
べ
き
役
割
、
今
何
を
す
べ

き
か
な
ど
短
時
間
の
講
演
と
な
っ

た
が
、
電
気
工
事
業
界
に
も
通
じ

る
講
演
内
容
で
あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、 

懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を

交
す
な
ど
有
意
義
な
一
時
と
な
っ

た
。

藤沢会長あいさつ

　

次
の
方
々
が
各
関
係
団
体
か
ら

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
中
部
近
畿
産
業
保
安
監
督
部
長  

　
表
彰
（
電
気
保
安
功
労
者
）

　
令
和
元
年
八
月
二
十
三
日

　（
電
気
工
事
店
）

伊
賀
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー

上
野
電
工
㈱ 

様

　（
電
気
工
事
士
）

津
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー　

小
野 

新
也 

様

伊
勢
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー

下
井　

 

貢 

様

鈴
鹿
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー

廣
田　

 

隆 

様

○
電
気
安
全
中
部
委
員
会
委
員
長

　
表
彰
（
電
気
保
安
功
労
者
）

　
令
和
元
年
八
月
二
十
三
日

　（
電
気
工
事
士
）

四
日
市
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー

加
藤 

圭
吾 

様

桑
員
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー

水
谷 

昌
司 

様

鈴
鹿
電
気
引
込
工
事
セ
ン
タ
ー

明
田 

一
士 

様

○
三
重
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
会
長
表
彰

　
令
和
元
年
十
月
十
日

　（
組
合
功
労
者
）

桑
名
支
部　

黒
田 

幹
司 

様

　（
組
合
優
良
職
員
）

三
重
県
工
組
本
部  

松
岡 

亜
希 

様

中部電工連
第43回経営セミナー

　開 催
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全
日
本
電
気
工
事
業
組
合
連
合

会
創
立
60
周
年
記
念
式
典
並
び
に

第
33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が

10
月
16
日
と
17
日
、
石
川
県
金
沢

市
内
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

三
重
県
工
組
か
ら
は
、
県
工
組

役
員
及
び
青
年
部
会
役
員
合
わ
せ

て
８
名
が
参
加
し
た
。

　

全
国
か
ら
は
台
風
19
号
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
地
域
も
あ
る
な
か
、

多
く
の
組
合
員
が
集
結
し
た
。

　

今
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

『
輝
く
明
日
へ　

社
会
を
照
ら
す
使

命
の
リ
レ
ー
を
、

今
こ
こ
か
ら
』
サ

ブ
テ
ー
マ
に
『
知

ろ
う
、
語
ろ
う
、

伝
え
よ
う
、
電
気

工
事
の
魅
力
と
誇

り
』
を
掲
げ
、
情

報
共
有
と
更
な
る

飛
躍
の
方
策
を
討

議
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
式

典
で
は
、
全
国
工

組
か
ら
集
め
ら
れ

た
事
業
の
中
か

ら
、優
良
事
業
と
し
て
三
重
県（
四

日
市
支
部
事
業
）「
工
業
高
校
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
」

が
銅
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
、

大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
、
大
会
は

閉
幕
し
た
。

米沢会長あいさつ

四日市支部　和田支部長　受賞模様

創
立
60
周
年
記
念
・
第
33
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
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今
年
も
、
従
業
員
、
従
業
員

の
家
族
、
私
の
家
族
が
何
事
も

な
く
幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
せ
る

こ
と
が
、
第
１
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。

　
　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
昨
年
よ

り
義
息
子
が
入
社
し
、
継
の
世

代
に
渡
せ
る
よ
う
準
備
が
始
ま

り
ま
し
た
。
渡
せ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
は
数
年
時
間
が
か
か
る

と
思
い
ま
す
が
、
上
手
く
彼
ら

に
渡
し
引
退
で
き
る
こ
と
が
、

私
の
こ
れ
か
ら
の
抱
負
で
す
。

②　

35
年
前
、
電
気
工
事
と
い
う

も
の
を
全
く
知
る
こ
と
も
な
く

嫁
い
で
き
ま
し
た
。

　
　

子
ど
も
が
２
人
授
か
り
、
私

は
私
の
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。23
年
前
、

突
然
主
人
の
他
界
。
生
活
の
た

め
に
、
主
人
の
電
気
工
事
業
を

引
き
継
ぎ
、
組
合
の
方
々
を
は

た
の
で
、
も
う
少
し
家
族
と
過

ご
し
た
い
。
伊
賀
法
人
会
青
年

部
の
部
会
長
を
全
力
で
全
う
し

た
い
。

②　

設
計
図
通
り
で
は
無
く
、
自

分
の
ア
イ
デ
ア
で
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
こ
と
。

③　

3
人
の
息
子
に
は
、
勉
強
も

サ
ッ
カ
ー
も
悔
い
の
な
い
よ
う

に
一
生
懸
命
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
嫁
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
も
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら

い
た
い
。
父
母
に
は
人
生
の
最

後
を
孫
に
囲
ま
れ
て
穏
や
か
に

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。

④　

ア
メ
リ
カ
（
観
光
）、ス
ペ
イ

ン
（
サ
ッ
カ
ー
観
戦
）、
北
海

道
・
沖
縄
（
ゴ
ル
フ
旅
行
）

 

津
　

支
　

部

有
限
会
社
青
木
電
業

市
川
　
通
子

①　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　

昨
年
は
、
従
業
員
全
員
が
病

気
も
怪
我
も
な
く
無
事
に
１
年

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、
が
む
し
ゃ

ら
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
こ

う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

特
別
好
き
だ
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
電
気
工
事
が
、
今
は
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
、
そ
し

て
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
仕
事

だ
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

私
は
、
電
気
工
事
を
生
涯
の

仕
事
に
で
き
た
こ
と
を
と
て
も

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③　

毎
日
笑
顔
で
生
活
が
で
き
、

幸
せ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ
れ

に
つ
き
ま
す
。

④　

あ
ま
り
ゆ
っ
く
り
遠
い
所
に

行
っ
て
い
な
い
の
で
、
将
来
引

退
で
き
た
ら
世
界
一
周
ク
ル
ー

ズ
に
行
き
た
い
で
す
。

　
 

上
野
支
部

山
森
電
機
設
備
株
式
会
社

山
森
　
　
悟

①　

忙
し
さ
を
理
由
に
家
族
と
過

ご
す
時
間
を
取
れ
て
い
な
か
っ

①　
抱
負
（
今
年
し
た
い
こ
と
）

②　

電
気
工
事
に
関
し
て
、
一
番

印
象
に
残
る
こ
と
（
家
族
の
方

が
答
え
て
い
た
だ
く
場
合
、
電

気
工
事
と
い
う
仕
事
を
ど
の
よ

う
に
思
い
ま
す
か
？
）

③　
家
族
に
願
う
こ
と

④　
行
っ
て
み
た
い
所

年
男
・
年
女 

の
方
に

�

聞
き
ま
し
た
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名
張
支
部

株
式
会
社
電
化
の
モ
リ
チ
ェ
ー
ン

　
森
　
　
詳
久

①　

旅
行
、
ゴ
ル
フ

②　

年
末
に
工
場
の
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
の
取
替
工
事

③　

健
康

④　

全
国
各
地
の
温
泉
地

 

員
弁
支
部

ヒ
カ
リ
電
気
土
木
株
式
会
社

　
岩
花
　
伸
夫

①　

毎
年
願
う
こ
と
で
す
が
、
安

全
を
最
優
先
に
一
年
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。

②　

２
０
０
５
年
に
開
催
さ
れ
た 

愛
・
地
球
博
の
工
事
に
関
わ
っ

た
こ
と
で
す
。

　
　

時
間
を
惜
し
ま
ず
注
い
だ
情

熱
で
得
た
約
6
年
間
の
経
験
が

今
の
自
分
の
原
点
で
す
。

③　

息
子
が
ゴ
ル
フ
に
夢
中
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

も
っ
と
協
力
し
応
援
し
た
い
で

す
。

　
　

あ
と
は
平
凡
な
が
ら
健
康
で

す
。
社
員
と
そ
の
家
族
の
健
康

も
大
切
で
す
。

④　

ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
、
北
欧

で
最
先
端
の
工
業
技
術
に
触
れ

て
み
た
い
で
す
。

　
　

ど
う
し
て
も
電
気
工
事
士
と

し
て
の
仕
事
に
関
わ
る
こ
と
に

興
味
が
あ
り
ま
す
。

大
栄
電
気
工
業
所

　
　
　
　
　
伴
　
　
幸
代

①　

孫
が
小
学
生
に
な
る
の
で
ス

キ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
一
緒
に

滑
り
た
い
で
す
。

②　

今
の
社
会
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
仕
事
で
あ
り
、
電
気
は
目

に
見
え
な
い
の
で
危
険
を
伴
う

責
任
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。

③　

母
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

一
日
ゆ
っ
く
り
と
家
事
も
何
も

し
な
い
で
過
ご
さ
せ
て
ほ
し
い

ナ
～
（
笑
）。

④　

2
年
前
に
奥
穂
高
に
登
っ
た

の
で
、
今
年
は
槍
ヶ
岳
に
登
り

た
い
。

　
　

頂
上
に
立
っ
た
景
色
が
あ
ま

り
に
も
綺
麗
で
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。 

鈴
鹿
支
部

有
限
会
社
篠
原
電
気
工
業
所

　
篠
原
　
　
計

①　

今
年
で
電
気
工
事
に
携
わ
っ

て
43
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
も

好
き
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、

健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

②　

一
番
印
象
に
残
る
こ
と
は
工

事
が
完
成
し
て
施
主
様
に
喜
ん

で
も
ら
う
と
電
気
工
事
士
に

な
っ
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま

す
。

③　

夫
婦
２
人
の
生
活
に
な
り
、

若
い
時
は
夜
も
遅
く
大
変
だ
っ

た
の
で
こ
れ
か
ら
は
趣
味
を
楽

し
ん
で
健
康
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

④　

ブ
ー
タ
ン
（
妻
の
願
い
）

　
　

紅
葉
の
綺
麗
な
所
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令和２年１月以降　各種実施講習会紹介

講　習　会　名 実　　施　　日 時　　間 会　　場

職長・安全衛生責任者教育
令和２年３月16日（月）
　　　　　～17日（火）

9：00～17：40
9：00～17：20

三重電気会館

前号以降の会員異動は下記のとおりです。名簿の追加修正をお願いします。（事務局）

▲ 会 員 異 動 の お 知 ら せ ▲

支部名 種　別 コ－ド
番　号 事　業　所　名 代　表　者 郵便番号 住　　　　所 電　話　番　号 登録（届出）

番　　　号

伊　勢 退　会 33070 ㈲太陽電気商会	 森田　佐平 516-0071 伊勢市一之木3丁目18-6 0596-28-2578 29-049

鈴　鹿 承　継 34913 三 星 電 機 商 会 渡邉　一弘 519-0101 亀山市井田川町10 059-82-2045 28-027

松　阪 承　継 32085 下 村 電 気 商 会 下村　宏之 515-1611 松阪市飯高町七日市796-6 0598-45-0667 28-049

松　阪 承　継 32103 田中電気工事店 田中　賢二 519-2204 多気郡多気町波多瀬1124-1 0598-49-2190 01-140

鈴　鹿 変　更 34753 ㈲松井総合設備 松井　貞治 513-0025 鈴鹿市竹野二丁目17-16 059-382-4515 届出　　　　
91-024

松　阪 変　更 32079 富 士 電 設 備㈱ 沼田　穗積 515-0006 松阪市石津町329-3 0598-51-2273 届出　　　　
18-018

桑　名 変　更 34459 ㈲山岡電気商会 石原　浩輔 511-0938 桑名市大字友村123 0594-31-1221 届出　　　　
92-016

松　阪 変　更 32183 ㈱リ ョ ー デ ン 前　　豊亘 515-0033 松阪市垣鼻町字方六479-6 0598-31-2271 届出　　　
06-021

伊　勢 変　更 33312 ㈲Ｍ　　Ｄ　　Ｋ 松村　和哉 517-0004 鳥羽市管島町34 0599-34-2054 29-042

上　野 変　更 31478 ㈲上野空調設備 東山　達弥 518-0025 伊賀市西高倉1455 0595-21-4159 届出　　　　
92-017

四日市 変　更 34142 ㈲太 田 電 機 太田　安典 510-0016 四日市市羽津山町4-19 059-331-1643 届出　　　　
90-018

認定電気工事従事者認定講習のお知らせ
講習実施予定日

講　習　日　時 会　　場 申込書提出先（問合せ先）

令和２年３月11日（水） 三重電気会館２階 三重県電気工事業工業組合 ℡059-226-4862
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第一種電気工事士定期講習のお知らせ
講習実施予定日

講　習　日　時 会　　場 申込書提出先（問合せ先）

令和２年１月16日（木） 三重電気会館２階 （一社）日本電気協会中部支部 ℡052-934-7216

令和２年１月23日（木） 三重電気会館２階 （一社）日本電気協会中部支部 ℡052-934-7216

※講習会・研修会の開催一覧は、三重県電気工事業工業組合ホームページの「講習会等のお知らせ」

　を確認してください。

三重県電気工事業工業組合
株式会社三重県電気工事協力会

令
和
元
年
９
月
24
日

四
日
市
支
部

㈲
太
田
電
機

太
田

　安
一
（
89
歳
）

＝ 安　全　標　語 ＝

誤結線・誤接続
の撲滅

気を抜くな　慣れた作業で　まねく事故

安全は　みんなの努力の　積み重ね

危険予知　指差し呼称で　ゼロ災害会報はホームページでも
ご覧いただけます。
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㈱三重県電気工事協力会
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株
式
会
社
三
重
県
電
気
工
事
協
力
会

代

表

取

締

役

社

長

⻆
　
谷
　
　
　
徹

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
令
和
と
な
り
、
10

月
に
は
各
国
か
ら
の
賓
客
を
招
い

て
の
天
皇
陛
下
即
位
礼
、
11
月
に

は
大
嘗
祭
と
、
日
本
の
継
続
し
た

歴
史
を
物
語
る
行
事
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
伝
統
あ
る
行
事
も

そ
の
中
身
は
時
代
に
即
し
た
変
化

が
あ
る
そ
う
で
す
。
や
は
り
歴
史

を
つ
な
い
で
い
く
に
は
、
古
い
も

の
の
維
持
で
は
な
く
、
新
し
い
も

の
を
飲
み
込
め
る
力
が
必
要
で
は

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
電
気
業
界
が
中
部
電
力

㈱
様
と
共
に
、
協
力
会
と
い
う
組

織
を
作
っ
た
の
は
昭
和
21
年
で
す

か
ら
、
日
本
に
電
気
が
持
ち
込
ま

れ
た
時
期
を
考
え
る
と
、
相
当
歴

史
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。そ
の
間
、

色
々
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
、
特

に
平
成
25
年
に
㈱
協
力
会
と
な
り

中
部
電
力
㈱
様
か
ら
引
込
工
事
を

請
負
う
営
利
会
社
と
成
っ
た
事
は

今
ま
で
に
無
い
大
き
な
変
化
で

す
。

　

ま
た
近
年
で
は
電
力
自
由
化
の

流
れ
の
中
、
中
部
電
力
㈱
様
の
体

制
も
変
わ
り
、
そ
の
た
め
申
込
方

法
や
技
術
的
に
も
変
化
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
ま
し
た
事
は
、
普
段
か
ら

中
部
電
力
㈱
様
と
の
親
密
な
関
係

の
深
さ
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
に
よ
る
災
害
が

多
く
発
生
し
て
、
広
い
地
域
が
被

害
に
見
舞
わ
れ
、
電
気
の
無
い
不

自
由
な
生
活
に
多
く
の
人
々
が
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
。
人
が
生
活
を
し

て
い
く
の
に
最
低
限
必
要
な
イ
ン

フ
ラ
は
水
と
電
気
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
、
電
気
と
い
う
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
私
達
の
組

織
で
あ
る
、
各
地
の
電
気
引
込
工

事
セ
ン
タ
ー
が
、
さ
ら
に
技
術
力

の
向
上
と
安
全
意
識
の
高
揚
に
努

め
、
地
域
で
信
頼
さ
れ
る
存
在
と

成
れ
る
よ
う
に
皆
様
の
ご
努
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

も
無
事
故
を
願
い
ま
す
と
共
に
皆

様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。



（13） 令和２年１月発行 三　重　電　気　会　報 　　　　第127号

中
部
電
力
株
式
会
社

執
行
役
員
三
重
支
社
長

古
　
田
　
真
　
二

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中

は
弊
社
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き
台
風

に
よ
る
停
電
で
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
電
力
復
旧
に
お
き

ま
し
て
は
、体
制
整
備
を
は
じ
め
、

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
台
風

15
号
で
は
東
京
電
力
管
内
で
３
週

間
以
上
と
長
期
間
の
停
電
が
続

き
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
ま
た
、台
風
19
号
で
は
、

弊
社
管
内
す
べ
て
の
お
客
さ
ま
の

停
電
を
解
消
す
る
の
に
最
大
約
１

週
間
を
要
し
ま
し
た
。
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
甚
大
な
浸
水
被
害
も
あ

り
、
お
客
さ
ま
へ
の
送
電
再
開
に

あ
た
っ
て
は
、
個
別
に
屋
内
配
線

の
絶
縁
測
定
を
実
施
す
る
等
の
復

旧
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
弊
社

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
災
害
の
影

響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
保
守
・

保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
電

力
の
安
定
供
給
」
と
い
う
広
域
的

使
命
を
果
た
す
べ
く
、「
災
害
へ

の
備
え
に
終
わ
り
は
な
い
」
と
い

う
意
識
の
も
と
、
非
常
災
害
時
に

お
け
る
対
応
力
の
維
持
・
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、「
第
35
回
引

込
お
よ
び
内
線
工
事
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
貴

社
代
表
の
２
チ
ー
ム
が
出
場
さ
れ

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
技
術
研
鑽
を

積
ま
れ
た
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
場
さ

れ
ま
し
た
選
手
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、ご
支
援
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

さ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
従
来
の
電
力
・

ガ
ス
の
供
給
エ
リ
ア
の
垣
根
を
超

え
た
競
争
の
激
化
な
ど
、
歴
史
的

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
環
境

の
変
化
を
成
長
へ
の
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
、
昨
年
４

月
の
火
力
事
業
の
「
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」

へ
全
面
統
合
、
今
年
４
月
に
は
送

配
電
事
業
の
法
的
分
離
、
販
売
事

業
の
分
社
化
に
よ
り
、「
発
販
分

離
型
の
事
業
モ
デ
ル
」
へ
と
移
行

し
ま
す
。分
社
化
後
の
新
社
名
は
、

持
株
会
社
は
「
中
部
電
力
株
式
会

社
」、
送
配
電
事
業
会
社
は
「
中

部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会

社
」、
販
売
事
業
会
社
は
、「
中
部

電
力
ミ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
」
と
な

り
、「
中
部
電
力
」
と
い
う
名
前

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

分
社
化
後
も
地
球
環
境
に
配
慮

し
た
、
良
質
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安

全
・
安
価
で
安
定
的
に
お
届
け
す

る
と
い
う
使
命
は
変
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
領
域
が
安
定
供
給
に
向
け
て
連

携
す
る
こ
と
で
、「
変
わ
ら
ぬ
使

命
」
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
枠
組
み
を
超
え

た
「
新
た
な
価
値
の
創
出
」
に
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
で
、
持
続
的
な

成
長
を
実
現
し
、
お
客
さ
ま
や
地

域
に
と
っ
て
、今
ま
で
以
上
に「
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
と
な
れ

る
よ
う
、邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

に
向
け
て
は
、
新
規
制
基
準
の
枠

組
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
安

全
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
対
策

を
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
自
主
的
か

つ
継
続
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
、
浜
岡
原
子
力
発
電

所
の
安
全
性
、
信
頼
性
の
向
上
に

努
め
、
地
元
を
は
じ
め
皆
さ
ま
に

ご
理
解
を
賜
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
弊
社
と

い
た
し
ま
し
て
、
よ
り
よ
い
事
業

環
境
の
実
現
と
安
全
文
化
の
醸
成

に
注
力
し
、
皆
さ
ま
と
一
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
と
ご
家

族
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で

実
り
多
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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二
〇
一
九
年
十
月
八
日
、
役

員
、
選
手
及
び
応
援
者
を
含
め

一
〇
〇
余
名
が
参
加
し
三
重
県
大

会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

下
井
大
会
運
営
委
員
長
の
司
会

に
よ
り
進
行
、
石
原
大
会
副
会
長

の
「
開
会
の
こ
と
ば
」、
次
い
で

前
回
優
勝
の
鈴
鹿
電
気
引
込
工
事

セ
ン
タ
ー
・
岡
田
氏
か
ら
優
勝
旗

返
還
、
⻆
谷
大
会
会
長
の
挨
拶
、

来
賓
中
部
電
力
㈱
執
行
役
員
古
田

三
重
支
社
長
様
の
挨
拶
の
後
、
津

チ
ー
ム
の
福
元
選
手
に
よ
る
選
手

宣
誓
を
行
い
、
次
い
で
下
井
大
会

運
営
委
員
長
の
競
技
概
要
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
中
部
電
力
㈱
三
重
支

社
小
屋
口
主
任
の
実
技
課
題
説
明

が
あ
り
、
十
時
十
五
分
実
技
開
始

と
な
っ
た
。

　

合
同
会
社
毎
の
チ
ー
ム
構
成
と

し
て
三
チ
ー
ム
（
津
チ
ー
ム
・
伊

賀
チ
ー
ム
・
四
日
市
チ
ー
ム
）
が

参
加
し
、
こ
の
日
の
た
め
に
鍛
え

た
技
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
実
技
課

題
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
実
技
を
終
了
し
、
昼

食
後
に
学
科
試
験
を
行
っ
た
。
学

科
試
験
は
、
前
回
ま
で
接
遇
競
技

に
て
口
頭
で
確
認
し
て
い
た
設
問

を
今
回
か
ら
学
科
に
取
り
入
れ
て

実
施
し
、
十
三
時
五
十
分
に
終
了

し
た
。

　

安
全
ビ
デ
オ
の
上
映
、
配
線
解

体
を
行
っ
た
後
、
表
彰
式
を
執
り

行
っ
た
。

　

栄
え
あ
る
優
勝
は
、
伊
賀
チ
ー

ム･

準
優
勝
は
、
四
日
市
チ
ー
ム

そ
し
て
努
力
賞
は
、
津
チ
ー
ム
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た
。

伊
賀
チ
ー
ム･

四
日
市
チ
ー
ム
は
、

十
一
月
七
日
に
行
わ
れ
る
中
部
大

会
に
出
場
が
決
定
し
た
。

大会競技模様

準優勝チーム（四日市チーム）

優勝チーム（伊賀チーム）
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二
〇
一
九
年
十
一
月
七
日
、
愛

知
県
日
進
市
に
あ
る
中
部
電
力
㈱

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

連
合
会
各
県
十
二
チ
ー
ム
が
技

術
、
技
能
を
競
い
合
っ
た
。
三
重

県
は
、
四
日
市
チ
ー
ム
（
三
重
県

Ａ
）
及
び
伊
賀
チ
ー
ム
（
三
重
県

Ｂ
）の
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
夜

鍛
錬
し
た
技
術
・
技
能
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
結
果
、
四
日
市
チ
ー

ム
が
総
合
第
六
位
に
入
賞
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
賞
で
四
日
市
チ
ー

ム
は
第
二
位
、
学
科
賞
で
は
伊
賀

チ
ー
ム
の
中
井
選
手
が
第
四
位
、

四
日
市
チ
ー
ム
の
森
山
選
手
が
第

五
位
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
伊
賀
チ
ー
ム
は
敢
闘
賞

で
あ
っ
た
。

♢

〔
総
合
入
賞
〕

　

優　

勝　

長
野
県
Ａ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

岐
阜
県
Ａ
チ
ー
ム

　

第
三
位　

岐
阜
県
Ｂ
チ
ー
ム

　

第
四
位　

静
岡
県
Ｂ
チ
ー
ム

　

第
五
位　

愛
知
県
東
部
Ａ
チ
ー
ム

　

第
六
位　
三
重
県
Ａ
チ
ー
ム（
四
日
市
）

〔
実
技
賞
〕

　

第
一
位　

岐
阜
県
Ａ
チ
ー
ム

　

第
二
位　

長
野
県
Ａ
チ
ー
ム

　

第
三
位　

岐
阜
県
Ｂ
チ
ー
ム

〔
安
全
賞
〕

　

第
一
位　

長
野
県
Ａ
チ
ー
ム

　

第
二
位　
三
重
県
Ａ
チ
ー
ム（
四
日
市
）

　

第
三
位　

静
岡
県
Ａ
チ
ー
ム

〔
霜
寿
賞
〕

　

長
野
県
Ａ
チ
ー
ム

�

松
岡　

祐
圭 

様

�

青
柳　

隆
雅 

様

�

南
山　

楓
文 

様

〔
学
科
賞
〕

　

第
一
位　

静
岡
県
Ｂ
チ
ー
ム

�

海
野　
　

翼 

様

　

第
二
位　

静
岡
県
Ｂ
チ
ー
ム

�

森
下　

知
貴 

様

　

第
三
位　

長
野
県
Ａ
チ
ー
ム

�

松
岡　

祐
圭 

様

　

第
四
位　
三
重
県
Ｂ
チ
ー
ム（
伊
賀
）

�

中
井　

章
仁 

様

　

第
五
位　

長
野
県
Ａ
チ
ー
ム

�

南
山　

楓
文 

様

　
　

〃　
　

岐
阜
県
Ａ
チ
ー
ム

�

尾
関　
　

鷹 

様

　
　

〃　
　
三
重
県
Ａ
チ
ー
ム（
四
日
市
）

�

森
山　
　

武 

様

　
　

〃　
　

岐
阜
県
Ｂ
チ
ー
ム

�

亀
谷　

孝
太 

様

〔
敢
闘
賞
〕

　

名
古
屋
Ａ
チ
ー
ム

　

名
古
屋
Ｂ
チ
ー
ム

　

静
岡
県
Ａ
チ
ー
ム

　

三
重
県
Ｂ
チ
ー
ム
（
伊
賀
）

　

長
野
県
Ｂ
チ
ー
ム

　

愛
知
県
東
部
Ｂ
チ
ー
ム

四日市チーム　中部大会第六位

競技模様（四日市チーム）

競技模様（伊賀チーム）
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伊
賀
チ
ー
ム

第
35
回

技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

参
加
し
て

中
井
　
章
仁

（
小
川
電
気
工
事
株
式
会
社
）

 　

先
日
、
行
わ
れ
た
中
部
電
力
管

轄
内
に
お
け
る
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
に
て
、
三
重
大
会
は
優
勝

を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

優
勝
に
は
驚
き
と
共
に
自
分
た
ち

の
力
が
精
一
杯
出
し
切
れ
た
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
班
員

と
共
に
全
力
で
中
部
大
会
に
挑
み

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
入
賞
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
、
中
部
電
力

株
式
会
社
伊
賀
営
業
所
の
皆
様
、

名
張
電
気
工
事
組
合
の
役
員
様
に

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
悔
い
の
残

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
次
大
会

に
は
、ぜ
ひ
出
場
さ
せ
て
頂
き
、中

部
大
会
『
優
勝
』
を
持
ち
帰
り
た

い
と
強
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
人
の
持
っ
て

い
る
能
力
、
技
能
の
向
上
ま
た
後

輩
育
成
が
必
要
な
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
こ
の
気
持
ち
は
日
々
の
日

常
業
務
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
事
な
く
こ
れ
か
ら
も
、

日
常
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

大
会
を
通
じ
て
お
会
い
し
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

四
日
市
チ
ー
ム

第
35
回

技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

参
加
し
て

田
中
　
宏
明

（
株
式
会
社
イ
シ
ン
）

　

先
日
、
第
35
回
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
中
部
大
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
総
合
６
位
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
安
全
作
業
総
合
２
位
の
成

績
を
頂
き
ま
し
た
。

　

７
月
よ
り
、
準
備
、
訓
練
を
開

始
し
て
最
初
の
頃
は
、
時
間
内
に

完
成
し
な
か
っ
た
り
樹
脂
管
の
曲

げ
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
、

安
全
面
で
試
行
錯
誤
を
行
っ
て
ご

指
導
を
頂
き
、
外
線
担
当
の
森
山

君
、
内
線
担
当
の
川
村
君
お
二
人

の
お
力
で
勝
ち
得
た
努
力
の
賜
物

だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

今
大
会
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
多
さ
に
少
し
緊
張
の
中
、

私
の
作
業
ミ
ス
が
あ
り
残
念
な
結

果
と
な
る
の
で
は
申
し
訳
な
い
と
、

終
了
時
点
で
は
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
肩
の

荷
が
下
り
た
気
分
で
し
た
。

　

県
大
会
か
ら
４
か
月
に
渡
り
、

訓
練
場
所
、
準
備
、
ご
指
導
を
頂

い
た
赤
塚
電
気
工
事
様
を
は
じ

め
、
中
部
電
力
株
式
会
社
四
日
市

営
業
所
様
、
四
日
市
電
気
工
事
業

協
同
組
合
役
員
の
皆
様
の
熱
意
が

こ
も
っ
た
ご
指
導
と
、
ご
苦
労
に

報
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
今
後

の
業
務
に
従
事
し
て
い
く
中
で
よ

り
安
全
作
業
、
技
術
向
上
に
繋
げ

て
い
き
、
次
回
の
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
る
方
々
に
引

継
ぎ
、
優
勝
で
き
る
よ
う
支
え
て

い
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
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2019年度（上期）安全パトロール指摘事項の集約表
㈱三重県電気工事協力会実施

直営班センター名 安全パトロール
実施日 指　摘　事　項　等

伊 勢 セ ン タ ー ５月30日
・よく訓練されていて、作業手順もよいがもう
少し大きな声を出して元気よく仕事をして欲
しい。

四日市センター ６月17日 ・概ね良かった。

伊 賀 セ ン タ ー ６月28日

・ガードマンの指示なしで、左右の確認をし作
業員が道路を渡った。
・高所作業車の作業場所の下で、作業していた
（上下作業）。
・電柱側の高所作業車に、前方方向のみしか車
止めをしていなかった。
・交通量が多く、班長は大きな声で作業員に指
示を出していた。

津 セ ン タ ー ７月９日 ・安全に作業されていました。

桑 員 セ ン タ ー ７月30日
・昨年指示されていたDV線の養生シートは、
活用されていた。

鈴 鹿 セ ン タ ー ８月６日

・ガードマンも含めたTBM-KYをお願いしたい。
・KYにボードを使用しての安全確認は良かっ
た。
・全体的に問題はなく、特に監督者の指示・監
視が良かった。

南 勢 セ ン タ ー ８月29日 ・概ね良かった。

津 セ ン タ ー ９月５日 ・作業員の追加変更の届けがされていなかった。

伊 賀 セ ン タ ー ９月26日
・全体的に特に問題は無し。
　作業責任者の監視・指示も適切であった。
・全員のチームワークも良く安全に対する認識。
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2019年度（上期）　電気引込工事センターパトロール結果
中部電力㈱三重支社実施
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